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当院では、整形外科を始め、内科、循環器内科、外科、形成外科、
泌尿器科、リハ科、歯科、脳神経外科（院内標傍）、皮膚科（院内標傍）、
せき損内科（院内標傍）の一般診療を行っています。

発 行 者　（ 独 ）労 働 者 健 康 安 全 機 構（Johas） 北 海 道 せ き 損 セ ン タ ー　 院 長　 須 田 浩 太
〒 072-0015 美唄市東４条南 1丁目 3-1　☎ 0126-63-2151　FAX 0126-63-2853　https://www.hokkaidoh-s.johas.go.jp/

・北海道のせき損医療を守り最先端のせき損医療を行います
・診療科を充実させ地域医療に貢献します
・病院の持続的発展のため経営基盤を確立します

良質で安全な医療
信頼される医療
心の通う医療

ベストドクターズ社は 1989 年にハーバード大学の医師によって設立
されました。医師を対象に「自分または家族の治療を誰に委ねるか」
という観点から調査を行い、高い評価を得た医師が選出されます。須
田院長は 12年連続（1期 2年、6回連続）の選出となりました。

ベストドクターズ・イン・ジャパンに 12年連続で選出してい
ただき大変光栄に存じます。この賞は私個人だけではなく、北
海道せき損センター全職員への評価と考えております。ぜひ、
みなさんで喜びを分かち合いましょう。

医療現場ではチーム全体の協力があって初めて大きな力を発
揮することができます。医師、看護師に限らず、事務、クラーク、
検査、放射、リハビリ、薬剤、給食、ボイラー、修繕、MSW、
清掃、電話交換・・・ここに書ききれませんが、様々な職種、
多くの職員の協力があって初めて良い医療が提供できます。一
人一人が病院を支え、患者さんを救っている事実を自覚してく

ださい。今回の受賞はみなさんへの評価でもあります。ぜひ自分の仕事に自信と誇りを持ってくだ
さい。

三浪名誉院長（北大名誉教授）は数十年にわたりベストドクターズ・イン・ジャパンに選出され
ている手外科の世界的名医です。当センターでは異なる分野で 2名がベストドクターズ・イン・ジ
ャパンに選出されている希少な施設です。それ以外にも、竹田副院長はリウマチ・膠原病分野、松
本副院長は脊損リハビリ分野で高い評価を得ておりますし、整形外科では東條部長、小松部長、外
科では齋藤部長も高い技術と経験を持っております。その他の医師、看護師、技師などみなさんが
当院の誇りです。

さて、医療人に大切なのは「現状＝今」に甘んじない姿勢です。高い評価を頂いたことは光栄に
思いますが、一方で、我々には至らぬ点が数えきれないほどあります。常に反省と改善を繰り返し、
より良い医療を提供できるよう努力し続けることが重要です。私はみなさんと一緒に、いつまでも
努力し続ける覚悟です。明日はもっと良くできる！・・・ともに歩み続けましょう。
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